
 

 

平成 ３１年 ２月 ６日 
東日本高速道路株式会社 

 
【逆走・免許返納に関する意識調査】 

約８０歳まで「免許返納」したくない！ 
約８０％の高齢男性ドライバー運転に“自信あり”  

「７０歳になったら『免許返納』について家族で話し合って！」 
逆走や免許返納のおススメ話し合い方や NGポイントを専門医朝田先生がアドバイス 

 

ＮＥＸＣＯ東日本（東京都千代田区）は、高速道路での逆走の過半数（６６％）が６５歳以上のドライバーによ
るもの※1という事実を踏まえ、ドライバーご本人のみだけでなく、その家族にも逆走防止のためのアクションを呼
びかける「家族みんなで 無くそう逆走」プロジェクトを昨年１０月より開始しています。 
その一環として、高齢ドライバー（６５歳以上男女１０４名）と６５歳以上のドライバーを親に持つ子ども世代

（３０～５０代男女３１２名）に対し、車の運転に関する意識調査を実施いたしました。調査では、「高齢ドライバ
ーによる高速道路での逆走」や「免許返納」に関する、高齢ドライバーの意識や家族での話し合いの実態について
も回答を得ました。 
調査結果を踏まえ、車の運転、逆走防止、また免許返納について、お勧めの話し合い方法や NGポイントをメモ

リークリニックお茶の水院長で筑波大学名誉教授の朝田 隆先生よりアドバイスをいただきました。 
※1：平成 23 年～29 年の高速道路（国土交通省及び高速道路会社管理）における事故または確保に至った逆走事案  

＜調査結果のポイント＞ 
１. 高齢ドライバーは、「運転はまだまだ現役だ」と思っている！？ 
・高齢男性ドライバーの方の約８割が運転に「自信あり」 
・高齢になればなるほど「自信あり」が増加 
・「免許返納してもよいと思う年齢」の平均は約８０歳 
２．「高速道路の『逆走』は自分と関係ない・興味ない」！？ 
・「高速道路で発生する逆走のうち６６％が６５歳以上のドライバ
ーによるもの」と伝えても、４割近くの高齢ドライバーは 

「高速道路の『逆走』は自分と関係ない・興味ない」と回答 
３．子どもの注意喚起は親に届いていない！？ 
・約８割の子ども世代は「運転が危ない」と親に伝えているが８割弱の高齢ドライバーは 
「運転が危ない」と子どもから言われたことがないと回答 
４．「免許返納」について、特に父親とは話しにくい！？  
・「父親と話したことがある」のは３１．８％、「母親と話したことがある」３８．０％。 
・話し合いは「父親の年齢８０～８４歳」と「母親の年齢７５～７９歳」が多く、父親より母親の方が 
年齢が若いうちに話し合っている傾向 

５．話しにくい「免許返納」、７０歳※2になったら話し合いを。 
・お勧めの話し合い方法や NG ポイントを朝田先生がアドバイス 

              ※2：年齢が 70～74 歳までの方で免許更新を希望する方は、更新手続前に高齢者講習等を受講する必要があるため 



 

 

 
 ６５歳以上のドライバーに車の運転に対して聞いたところ、７６．０％が「自信がある」と回答。 
特に、高齢男性ドライバーの８０．７％が「自信あり」と回答しました。 
さらに、年齢別で確認したところ、６６～６９歳のドライバーは７３．５％、７０～７４歳は７５．０％、７５歳

以上は７９．４％が「自信がある」と約６ポイントも増加。男性ドライバー、および年齢が高いドライバーが「運転
に自信あり」と思う傾向が高いことが伺えそうです。 
また、「免許を返納しても良いと思う年齢」を聞いたところ、平均は約８０歳となりました。 

車の運転には自信があり、８０歳までは車の運転は現役でいたいと思っている高齢ドライバーが多いことが伺える
結果となりました。 

 
 

 
 高齢ドライバーは、多く発生している高齢ドライバーの逆走について、
どのように思っているのでしょうか。 
 「高速道路での逆走のうち６６％が６５歳以上のドライバーによるも
の」であるというデータの感想を聞いたところ、「自分も車を運転するの
で関係ある」という回答が５８．７％、「自分は逆走を起こさないと思う
ので関係ない」という回答が３５．６％、また、「高速道路は利用しない」、
「わからない」などの回答を含む「その他」が５．８％という結果とな

りました。高速道路での高齢ドライバーの逆走を自分にも関係ある問題として考えているドライバーが多かったも
のの、約４割は「自分とは関係ない・興味ない」と考えていることが伺える結果となりました。 

 

 

 ６５歳以上のドライバーを親に持つ３０～５０代（子ども世代）に、「親
の車の運転が危ない」と本人に伝えたことがあるかを聞いたところ、８割
以上が伝えたことがあるという結果となりました。 
一方、高齢ドライバーにご自身の車の運転について、子どもから「危ない」、
「気を付けた方がいい」など伝えられたことがあるかを聞いたところ、 
約７６％の高齢ドライバーは伝えられたことがないと回答。 
 子ども世代は高齢ドライバーに車の運転に対して注意喚起をしています

 １ 高齢ドライバーは、「運転はまだまだ現役だ」と思っている！？ 

 ２ 「高速道路の『逆走』は自分と関係ない・興味ない」！？ 

 ３ 子どもの注意喚起は親に届いていない！？ 



 

 

が、高齢ドライバーは、ご自身の運転に自信がある方が多いからか、子どもが親の運転を心配していることが伝わっ
ていないのかもしれません。 
 
 
 
子ども世代に、免許返納について親と話したことがあるかを聞いたと

ころ、「父親と話したことがある」３１．８％、「母親と話したことがあ
る」３８．０％となり、母親の方が話している傾向が高いようです。ま
た、免許返納について話し合った際の年齢は、父親は「年齢８０～８４
歳」が最も多く約５割。一方母親は「年齢７５～７９歳」が多く約６割
となり、父親より母親の方が年齢が若いうちに免許返納について話して
いる傾向がありました。 
父親の方が運転に自信を持っており免許返納の話をしにくい傾向があ

るからか、年齢が上がってから話すようになるのかもかもしれません。 
 
 
高齢ドライバーご本人が運転に自信を持っていても、周りから見ていて不安を感じ、注意を伝えたいことも  

あるでしょう。家族として、車の運転、逆走防止、また免許返納についてどのような話し合いをすれば良いでしょ
うか？ 
朝田先生は、高齢ドライバーが７０歳になったら家族で話し合いをするべきだと言います。お勧めの話し合い方

法や NG ポイントについて、朝田先生にアドバイスをいただきました。 
 

Point１：突然、「運転が危ない！」は NG。喧嘩の元になるばかり！ 
車に同乗して、実際に高齢ドライバーの運転をチェックすることからスタート！ 
高齢ドライバーに危ない運転をしていることを自覚してもらうためには、実際に、高齢ドライバーの運転する

車に同乗し、どこが危ないか伝えてください。「運転ここに注目リスト」を使えば、運転操作、車体や車幅などの
感覚、刻々と変わる道路状況の変化の確認、注意力など運転能力を包括的にチェックできます。家族団らんの時
に、いきなり言い出すのは喧嘩の元にしかなりません。 

 

「運転ここに注目リスト」 https://www.e-nexco.co.jp/family_nakusogyakuso/ 
 

Point２：身体同様、運転能力も“年を取る”。定期的なチェックが重要！ 
「体調どう？」と「車の運転どう？」はセットで日常的に聞くようにしましょう！ 

高齢者は、「耳が遠くなった」、「目が見えづらくなった」など、自分の身体の変化は自覚できたり、口にした
りしますが、車の運転は切り離して考えがちです。親の体調を確認するときは、車の運転についても聞くように
しましょう。 

 
Point３：プライドを傷つけるような話し方は NG 
少人数でじっくり時間をかけて、納得できる話し合いをもちましょう！ 
 
 

 ４ 「免許返納」について、特に父親とは話しにくい！？ 

 5 ７０歳になったらご家族で話し合いをしてみましょう！ 

https://www.e-nexco.co.jp/family_nakusogyakuso/


 

 

車や免許証を所有することは、頑張って働いたプライドの証です。特に、運転に自信がある高齢男性ドライバ
ーにとっては、運転を心配されていることや免許返納を勧められること自体、プライドを傷つけられたと思い、
素直に聞き入れにくいものです。運転や逆走に対して注意や、免許返納については、少人数でじっくり話し合い
ましょう。 
また、ＮＥＸＣＯ東日本では、ゲーム感覚で運転

に必要な能力をチェックできる３つの方法：①「ス
マヌ法」、②「時計の絵描画テスト」、③「ひらがな
仲間探しゲーム」を紹介しています。高齢ドライバ
ーと家族が一緒にすることで、具体的に家族での話
し合いを進めるきっかけとして、ご活用ください。 
 

簡単にできる３つのチェック方法 https://www.e-nexco.co.jp/family_nakusogyakuso/ 
 
Point４：返納時期を押し付けるのは NG 
納得しやすいのは「免許書き換え時」や「車検時」に返納 
免許返納を勧めるときは、いつまでに返納しようという時期を決めてみましょう。次の「免許書き換え時」や

「車検時」は、免許返納を納得しやすいタイミングといえます。 
 
Point５：免許返納を決めたら、思い出づくりをしましょう！ 
免許証を取得した時同様、免許返納を楽しいイベントに！ 
免許返納を決めたら、高齢ドライバーと家族で思い出づくりをしましょう。免許証を初めて手にしたときが嬉

しい思い出であるように、免許を手放す「免許返納」の際にもご家族で楽しい思い出を作りましょう。 
 

 

 

 

① 逆走事故は高速道路で発生した事故全体と比較すると、死亡事故となる割合が約４０倍です。    
逆走は、命にかかわる危険行為といえます。 

② 全国の高速道路では、年間約２００件の逆走が発生しています。 
③ 発生した逆走のうち、６６％が６５歳以上のドライバーによる逆走です。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  高速道路での逆走の現状：自分の家族にも起こりえることです 

https://www.e-nexco.co.jp/family_nakusogyakuso/


 

 

６５歳以上のドライバーがいるご家族にとっては特に、逆走は他人事ではなく、一人ひとりが「自分の親
や祖父母にも起こりえる」と認識し、関係のある問題だという意識をもつことが、逆走を防ぐ第一歩です。 
 

「家族みんなで 無くそう逆走」プロジェクトについて 

ＮＥＸＣＯ東日本は、高速道路での逆走を防止するために、高齢
ドライバーを含む全世代に向けた、路面標示や矢印板等のハード対
策、逆走してしまった際や逆走車情報を見聞きした際にとるべき行
動の理解促進プロジェクトを継続実施しております。 
全国の高速道路では、年間約２００件の逆走が発生しています。

そのうち、６６％が６５歳以上のドライバーによるものという事実
に着目し、これまでの対策・プロジェクトに加え、「高齢ドライバー
の高速道路での逆走」を防ぐための新プロジェクトを２０１８年 
１０月より始動し、高齢ドライバーとご家族が今すぐできる 
逆走防止に向けた３つのアクションを呼びかけています。 
 

「家族みんなで 無くそう逆走」３つのアクション 
①家族みんなで逆走を知ろう 
②家族みんなでチェックしよう 
③家族みんなを逆走事故から守ろう 

 
最新情報はＮＥＸＣＯ東日本のＨＰをご覧ください。 

https://www.e-nexco.co.jp/family_nakusogyakuso 

 

【調査概要】 
■調査名 ：車の運転に関する意識調査 
■調査対象：①３０代～５０代の男女３１２名（３０代、４０代、５０代男女それぞれ５２名ずつ） 

（スクリーニング条件：「両親のいずれかが６５歳以上の高齢ドライバーで日常的に車を運転している方」もしくは、 
                「両親のいずれかが６５歳以上で免許返納した方」） 

②６５歳以上の高齢ドライバー１０４名（６５～６９歳３４名、７０～７４歳３６名、７５歳以上３４名） 
     （スクリーニング条件：「日常的に車を運転している６５歳以上のドライバーで３０～５０代の子どもがいる方」もしくは、 
                「免許返納した６５歳以上で３０～５０代の子どもがいる方」 
■実施方法：インターネット調査 
■対象地域：全国 
※グラフのパーセンテージは四捨五入されているため合計値が 100にならないものもございます。 
 

「家族みんなで 無くそう逆走」監修 
朝田 隆（あさだ・たかし）メモリークリニックお茶の水院長 
 
１９５５年生まれ。 
メモリークリニックお茶の水院長、筑波大学名誉教授、東京医科歯科大学医学部特任教
授、医学博士。数々の認知症実態調査に関わり、軽度認知障害（ＭＣＩ）のうちに予防
を始めることを強く推奨、デイケアプログラムの実施など第一線で活躍中。 
『効く！「脳トレ」ブック』（三笠書房）など編著書多数。 
 

https://www.e-nexco.co.jp/family_nakusogyakuso

